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1 目的 

 人々が一般的な他者に対する信頼を持ち，積極的なネットワーキングを行うことの利点については，

主に社会関係資本論において議論されてきた．日本においては，災害対策，教育，治安や健康などの

観点から，豊かな人間関係の構築の必要性が強調されることが多い．そのなかで犯罪や治安に関する

いたずらな心理的不安感は，安定した地域社会形成の懸念材料である．しかし，実際の日本の刑法犯

認知件数は一貫して減少しているにもかかわらず，主観的な犯罪不安は解消されていない．犯罪不安

については一般的信頼の高さや地域の凝集性との関連性が論じられているが，両変数と犯罪不安の関

係性，および社会関係資本論との整合性がいまだ研究途上の状況にある（Talagi et al. 2016）．そこで

本報告では，人々の治安に対する心理的不安感と，社会参加，信頼，地域のジニ係数などの関係につ

いて，社会関係資本論をベースに検討する． 

 

2 方法 

 本研究はデータとして，2012 年度～2014 年度科研基盤研究(A)「ソーシャル・キャピタルの政策含

意－その醸成要因と地域差の研究」（研究代表：稲葉陽二・日本大学）に基づいて行った郵送調査

「暮らしの安心・信頼・社会参加に関するアンケート」のデータを使用している（稲葉 2014）． 

 

3 結果 

 地域レベルに集約した分析の結果についてまとめると，まず，地域の一般的信頼の高さは，地域の

非行や犯罪の主観的リスクとの関連性が確認できない．また地域活動の活動者率・ご近所づきあいの

程度との関連性もみられない．さらに，地域活動やご近所づきあいとの関わりがとても深いジニ係数

との関連もみられない．次に，地域レベルのご近所づきあいの程度・つきあっているご近所の人数は

主観的犯罪リスクとの関連性が強く見られる一方で，地域活動者率は主観的リスクと関わりが見られ

ない．また，地域活動者率，近所づきあいともにジニ係数との関連性が強く見られる．最後に，報告

者が作成した信頼の範囲変数（頼りになる集団の多様性）は，一般的信頼，地域活動者率，ご近所づ

きあいの程度と人数，ジニ係数など社会関係資本論が予測する変数との関連性が幅広く確認できた．  

 

4 結論 

 以上から，一般的な人々を「強く」信頼しているかどうか，もしくは単に地域と交流したり地域活

動に参加しているかどうかを社会関係資本の指標と見なすよりも，「幅広い人々」を信頼（交流）し

ていることのほうが，社会関係資本の操作概念（指標）として，また社会関係資本に関する理論的な

構成概念として，より有用性が高いのではないかという結論がもたらされる（Delhey et al. 2011）． 
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